
データを基に問題発見・問題解決に取り組む 

データサイエンス教育の提案 

〜個別性と汎用性を繋ぐ〜 

多摩大学 経営情報学部教授  今泉   忠 



統計学 

時代背景 

 AI, IoT, ビッグデータ 

 

 

観測された事象（個別的）から，そこに潜む構
造（汎用性）を表出させる 

 

データに基づいて説得する 
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AI,IoT,ビッグデータ時代 
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• 用意されているもの 

• 知識 

• 方法 

• 分析ソフト 

• 用意しなければならな
いもの 

• 協働力 

• 企画力 

• ストリー力（腑に落
とさせる） 

• 統計的思考力 



「データにもとづく問題解決」 

 AI, IoT, ビッグ・データ時代への突入 

センサー、行動パターン、イベント、．．． 

 

統計学を用いた課題発見・問題解決のために 

データを活用する 

実際の問題を記述できるようになる 

因果関係モデルを仮説化して検討できる、
データからモデルを探せる 

 シミュレーションモデルを作成できる 
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例 紙コプター 

 1.5mの高さ

からの滞空
時間を最適
とする翼長
を決定する 

最適とは 

 

いくつかの
翼長で実験 

2017/12/16 JUCE 20171216＠早稲田大学 5 



 

分析への道 課題:紙コプターを飛ばす 

6 

改善提案を試
す 

紙コプター
の滞空時間
を最適化す
る 

データを
収集する 

10個のマ
スでの数
を数える 

翼長など
のモデル
を検証す
る 

JUCE 20171216＠早稲田大学 2017/12/16 



仮説を検討する 

 個別的   データ 

 40mm 1.3秒，1.4

秒，．．． 

 汎用的   理論 

 翼長が短くも，長くて
も，滞空時間は短くな
る 

 モデル 2次関数 

 

 シミュレーションモデ
ル 

 誤差の評価 
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統計学教育 

 如何にして個別性と汎用性を担保するか 

 

 個別性は，各大学の科目展開 

 汎用性は，外的評価基準となる資格試験で評価 

 

 個別性×汎用性の接点が重要 
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個別性と汎用性繋ぐ 

 汎用性から個別
性へ 

 個別性から変容
性へ 

 方向性による異
なる効果 

 

 繋ぐものとしての
統計学，シミュ
レーション 
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個別性 汎用性 

B 

A 理論 

AI,IoT,ビッグデータ 



個別性：情報×事業構想 

項目 情報 事業構想 

ビジネス 

アウトカムを設
定できる 

データプレゼンテーション力が
つき納得させることができる 

BIツールを使える 

データからイノベーションを創り出
せる 

Trend分析を読めようになる 

 

データサイエン
ス 

データから構造
を抜き出す 

PPDAC(Problem-Plan-Data-

Analysis-Conclusion)にもとづく
意思決定のサポートができる 

データマネジメントができる 

分析を理解できる 

データの利活用ができる 

プロジェクトを運用できる 

分析フローが理解できる 

 

教材開発 フレームシート 

グラフ化とチャート化 

例題データセット 

データコンペティション 

ストーリーセット 

文書化、見える化 

データコンペティション 

 

科目 データサイエンスI〜IV、経営

と意思決定，プログラミング，
データベース 

データサイエンスI，ビッグデータ
活用法 
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多摩大学の場合：データサイエンスI~IV 
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試験の種別 試験内容 科目 研究会・ゼミナール 

統計検定 1級 
実社会の様々な分野でのデータ解析
を遂行する統計専門力   

統計検定 準1

級 
統計学の活用力 ─ データサイエンス
の基礎 データサイエンスIV，大学院 

統計検定 2級 大学基礎統計学の知識と問題解決力 データサイエンスII・III データコンペティ
ション，学生発表
会 

他大学とのJoint 
Program 
地域との連携プロ
グラム 統計検定 3級 

データの分析において重要な概念を身
に付け、身近な問題に活かす力 データサイエンスI・II 

統計検定 4級 

データや表・グラフ、確率に関する基本
的な知識と具体的な文脈の中での活
用力     

統計調査士 統計に関する基本的知識と利活用   

専門統計調査
士 

調査全般に関わる高度な専門的知識
と利活用手法     

http://www.toukei-kentei.jp/about/grade1/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade1/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade1/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade1/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade1semi/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade1semi/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade1semi/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade1semi/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade1semi/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade2/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade2/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade2/
http://www.toukei-kentei.jp/about/grade2/
http://www.toukei-kentei.jp/about/tyousa/
http://www.toukei-kentei.jp/about/senmontyousa/
http://www.toukei-kentei.jp/about/senmontyousa/


多摩大学 学生発表会 
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汎用性：私立大学情報教育協会 JUCEの
場合  改変 

 【到達目標】社会に存在するデータについて統計の信憑
性の程度や有効性と限界についての認識を促す 

 【到達目標】データの背後に潜む意味を探究するために、
データの処理方法をとその適切な活用ができる 

 【到達目標】標本の重要性を理解させる．推測誤差を理
解させ、具体的に推定や検定の実践を積ませる 

 【到達目標】現象の予測と制御のために、現象間の関係
を統計的手法を活用 する．データの背後に隠れた要因
の存在を説明できる 

 【到達目標】各専門分野における課題発見および問題解
決を行い、結果を可視化して、他のモデルと比較説明で
き る 
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汎用性 統計教育質保証の場合 
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JINSE:統計教育連携ネットワーク 

社会で必要とされるリテラシー・ニューメラ
シー、数量的思考力、課題解決力の要素を明
らかにし、それに対応する統計教育の体系を
整備する。 

実社会において発生する課題と、その発見・
解決に必要な能力とを具体的に把握するに
は、現場の実情を反映させる仕組みが不可
欠である。 
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汎用性：日本統計学会による「統計検定」 

 参照基準 

 

 統計学会連合 

 

 日本学術会議 

 

 統計学の学習到達度
の判定基準 

 コアカリキュラムをモデ
ルとした質の高い教育
内容の普及 
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連携教育の成果 

滋賀大学にデータサイエンス学部 

 

横浜市立大学にデータサイエンス学部 

 

 

大学院プログラム 

 

データサイエンス教育拠点 
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JINSE e-Learning 
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個別性×汎用性：私立大学情報教育協会 
JUCEの場合 
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まとめ 個別性と汎用性をどう繋ぐか 

 繋ぎ方の方向性
により異なる効果 

 

 Aから 

 

 

 Bから 
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個別性 汎用性 

B 

A 理論 

AI,IoT,ビッグデータ 


